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 武器輸出、憲法違反でしょう！ 
 

政府は 3 月 26 日に日英伊で共同開発中の次期戦闘機を第三国に輸出することを決定しました。防衛

装備品や防衛関連技術の輸出を禁じていた「武器輸出 3 原則」を 2014 年に安倍政権が「防衛装備海外

移転 3 原則」に改定し、武器輸出を一部緩和しました。その後岸田政権は 22 年 12 月 16 日発表の「防

衛 3 文書」で敵基地反撃能力の保持、米トマホーク導入などで、今後 5 年間に 43 兆円の防衛費増大の

大軍拡を私たちは知らされました。すべて閣議決定のみで国会で審議されていません。 

この裏には「経団連」が自民党へ毎年約 24 億円の政治献金を続け武器輸出解禁など企業に有利な提

言をしてきた、金で政策を売り買いしていると防衛ジャーナリストの半田滋さんは述べています。経団

連には三菱重工業や三菱電機など多くの武器製造企業が加わっています。経団連は献金を社会貢献と言

い、岸田首相は「安全保障と経済の好循環」と主張しています。 

政府も、メディアも平和国家、平和主義と軽々しく使っていますが、憲法の前文と九条に真摯に向き

合い武器政策と憲法のすり合わせをしっかりやって欲しいです。 

憲法の前文には「恒久平和を念願し．．．、平和を愛する諸国民．．．、平和を維持し．．．、世界の国民が

ひとしく平和のうちに生存する権利を有する．．．」とこれだけたくさんの平和という言葉が使われ、日

本だけでなく世界の人々の平和を強く願い、守っていかなければならない決意と理想が書かれていま

す。九条には具体的に戦力の不保持、交戦権の否認が示され、国際紛争の解決に武力や武力による脅し

を禁じています。 

岸田首相は次期戦闘機を紛争当事国には輸出しないと言っていますが、いつ紛争が起きるか分かりま

せん。それでなくても殺傷能力の最たる次期戦闘機は大きな脅しの武器になりますから、輸出は確実に

憲法違反になるでしょう。                 (代田 5 丁目・日暮 恵子)  

       

国会の動き —引き続き監視を強めることが大事です 
 

 1 月に開会した今年の国会は、もう 3 か月が経過します。7 兆円を超える防衛予算を含み、様々な問

題を抱える 2024 年度予算は、年度内に通ってしまいました。十分な議論が行われたのでしょうか。 

 昨年から東京地検が捜査をしていた、自民党の派閥によるパーティ収入の件は、余りにも多額のキッ

クバックを受けていた 3 人の議員と各派閥の事務方に対して訴追が行われましたが、「オオモノ」は見

逃してしまったように見えます。自民党は、政治倫理審査会の開催にいろいろと難癖をつけましたが、

やっと開かれると「知らぬ、存ぜぬ」で逃げ切ろうとしました。 

この問題は、自民党・議員の側が「政治にカネがかかる」という一点張りで、自分たちの裏金工作

を、あたかもまっとうな政治活動のように見せかけて逃げ切ろうとしていますが、「いったい何に、ど

のように」、金を使ったのかを明らかにさせていくことが大事です。 

一方で、自民党派閥のパーティに金を支払った人あるいは団体がいます。報道されているように集ま

った金は多額に上ります。10 枚、20 枚と購入しているケースもあるようですが、必ずしも全員がパー

ティに出ている様子はありません。いったい何を見返りに期待して金を支出したのでしょうか。法の目

をくぐる「献金」なのでしょうか。この視点からも追及がさらに必要でしょう。 

こうした中で、4 月に入って憲法審査会が開催され始めました。立憲民主党や共産党は、「政治とカ

ネ」の問題の対応が先決だとして、審議すべきではないと主張していますが、改憲派側は、「改正文案

の議論を」と攻めています。岸田首相が、「自分の任期中に」と煽っていますので、注目していく必要

があります。                       （代田 2 丁目・伊東 宏） 
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金権政治 許さない! 軍事費ではなく、暮らし・災害対策に予算を 
戦争させない!９条こわすな  3.24 世田谷区民集会＆パレード に参加して 

  若林公園で、戦争させない!９条こわすな!世田谷連絡会主催で行われました。主催者から、世田谷区労

連 藤本副議長よりあいさつがありました。 

 政党からは、立憲民主党の落合貴之衆議院議員、手塚よしお衆議院議員秘書、日本共産党の里吉ゆみ都

議、立憲民主党の桜井純子区議、日本共産党の坂本三枝子区議があいさつしました。 

 保坂展人区長も駆けつけ、あいさつをいただきました。 

 裏金問題・生活を押しつぶす大軍拡や武器輸出への抗議・自民党政治への怒り・新しい区役所のことなど

訴えられました。さようなら自民党ですね。政権交代しかありません! 

 参加者からもスピーチがありました。漫画家の田辺さんからは、インボイス制度について、大変なことに

なっていて、反対の紙の署名も行っているとのこと。私もそこで署名しました。グリーフサポート世田谷の

松本さんからは、LGBTQ＋当事者でジェンダー平等についてのお話し、渋谷共同法律事務所の山田弁護士

から、改憲を許さない取り組みへの訴えがありました。  

 集会アピールが読み上げられ拍手で承認されました。戦争させない?９条こわすな世田谷１０００人委員会

の閉会あいさつのあと、三軒茶屋までパレードしました。私は午後の予定があり集会のみ参加しました。参

加者は１５０人、集めたカンパの半分は能登募金にするそうです。 

 代田九条の会からは私を含め３人参加でした。       （代田４丁目・萱野 幸子） 

～ 私たちが住み、暮らし、働いているまち 代田で、 

｢日本国憲法第９条｣をまもり、活かす活動をすすめましょう ～ 

＋＋＋ このニュースを、ぜひ、周りの人に広めてください。 ＋＋＋ 

日本国憲法(抜粋) 

第９条 日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を

誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇

または武力の行使は、国際紛争を解決する手段として

は、永久にこれを放棄する。 
２．前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、

これを保持しない。 
国の交戦権は、これを認めない。 

集 会 等 の 紹 介 
      
 

５月３日（金・憲法記念日）   メインステージ 13:00～          

武力で平和はつくれない！とりもどそう憲法いかす政治を  

2024 憲法大集会 
場所 ：東京・有明防災公園 

（りんかい線「国際展示場駅」より徒歩 4 分／ゆりかもめ「有明駅」より徒歩 2 分） 

主催：平和といのちと人権を！5･3 憲法集会実行委員会 

共催：戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会／９条改憲ＮＯ！全国 

市民アクション／戦争をさせない１０００人委員会／憲法９条を壊すな！実行 

委員会／戦争する国づくりストップ！憲法をまもり・いかす共同センター／ 

九条の会 
      
 

５月１８日（土）１３：３０～    憲法記念日によせて 

   お話   高田 敏江 さん(俳優) 

   講演 「戦争できる国へと突き進む岸田内閣」 

        原 希世巳 氏 (弁護士・渋谷共同法律事務所) 
場所 ：東演パラータ 世田谷区代田１-３０-１３ 

主催 ：代田・九条の会     資料代：500 円 
 

 


